














































































































Klasse sucht die Superleser）」（板書）
今日のテーマを理解する。
T3 促進学校の生徒３名を連れて別室に移動し、指導
する。
３名は別室で個別指導を受ける。
他の生徒の一部も席を移動する。
T1 （板書「よい朗読の秘訣」）
よい朗読のポイントを発表させ、出てきた答えの
カード（文章で書かれたもの）を黒板に貼る。朗
読の例を示しながら考えさせる。
挙手して朗読のポイントを発表する。
T2 促進学校の生徒一人の脇に座り、発言などをフォ
ローする。
T1 ワークシートを配布し、「よい朗読の秘訣」を各
自まとめさせる。
ワークシートに記入する。（健常児クラスは文章
で記入。別室クラスは課題に下線を引いただけの
様子。）
別室の３名が戻ってくる。
T2 教室の前に立ち、まとめのクイズを行う。 １列ごとに、早い者順で答える。
別室授業を受けた生徒1人が黒板の前に立ち、ポ
イントのついた列を黒板に記録する。
PISA後のドイツにおける教育改革の動向（渡邉）
71
３．教育改革の意義と課題
　今回訪問した68. Oberschuleでは、障害を持つ
子どもも全教科を健常の子どもと一緒に学ぶこと
ができるという点が興味深かった。この学校では
障害児も他の子どもと同様の教育が受けられると
いう原則と、一人一人に応じた教育が徹底されて
いるように感じた。インクルーシブ教育は学力向
上政策とは異なる改革の流れではあるが、個別の
支援という点では共通しており、ザクセン州の特
徴の一つと考えられる。さらに、教師たちの共同
も印象的であった。授業における役割分担など、
事前に共同的な授業づくりが行われている成果が
見られた。教師が共同的に問題に取り組む姿勢は
学ぶべき点であるといえよう。一方で、子どもど
うしの共同という点では物足りなさを感じた。子
どもたちが実際に朗読してポイントを見つけるな
ど、共同的に課題を解決する場面はなく、授業の
前半で教師から提示された知識を応用してまとめ
たり、採点するだけであった。ドイツでは学力向
上政策の一つとして、生徒が獲得すべき知識や能
力の目標を明確化させた「コンピテンシー志向の
授業」が展開されている。この授業もよい朗読の
ポイントを理解するという目標が、教師からの知
識の伝達によって達成されたコンピテンシー志向
の授業といえる。こうしたコンピテンシー志向の
授業や今日のインクルーシブ教育には、多様な者
との学び合いによって、より認識が深まる授業づ
くりという発想はないように感じた。他州の取り
組みも調査し、教育改革の課題を引き続き検討し
ていきたい。
附記　本報告は、平成26～28年度科学研究費補助金基盤
研究 (B)（海外学術調査）「PISA後のドイツにおける学
力向上政策と教育方法改革」（研究代表者：久田敏彦、
課題番号26301037）による研究成果の一部である。
写真１　全体での授業の様子 写真２　別室での授業の様子
